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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月16日(2015.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力ケーブルおよび／あるいは変圧器からの熱を冷却および回収する装置であって、該
装置は、
　少なくとも１本の電力ケーブルおよび／あるいは少なくとも１つの変圧器と熱的に接触
する第１の管と、
　前記第１の管に連結された伝熱装置と、
　流体循環手段と、
　前記伝熱装置と連結され、外部加熱システムと連動する加熱回路とを備え、
　使用中、前記流体循環手段は、前記第１の管を介して流体を循環させ、それによって前
記伝熱装置が、前記少なくとも１本の電力ケーブルおよび／あるいは前記少なくとも１つ
の変圧器の熱エネルギーの少なくとも一部を、後に前記加熱回路を介し外部加熱システム
を用いて再利用するべく、加熱された流体から回収するよう作動する装置。
【請求項２】
　前記第１の管は、前記少なくとも１本の電力ケーブルおよび／あるいは前記少なくとも
１つの変圧器に近接して配置されていることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１の管は、前記少なくとも１本の電力ケーブルおよび／あるいは前記少なくとも
１つの変圧器に、螺旋状に巻付けられていることを特徴とする、請求項１あるいは２に記
載の装置。
【請求項４】
　前記第１の管はパイプであることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項５】
　前記伝熱装置は、前記第１の管から離れて配置されていることを特徴とする、請求項１
～４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記伝熱装置は、少なくとも流出管と返流管とを備える流路によって、前記第１の管に
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連結されていることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項７】
　前記流出管および前記返流管は、断熱層で被覆されていることを特徴とする、請求項６
に記載の装置。
【請求項８】
　前記伝熱装置は、ヒートポンプであることを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項
に記載の装置。
【請求項９】
　前記ヒートポンプは、不可逆ヒートポンプであることを特徴とする、請求項８に記載の
装置。
【請求項１０】
　前記流体循環手段は、ポンプを備えることを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項
に記載の装置。
【請求項１１】
　前記加熱回路は、１組の流体管によって前記伝熱装置に連結されていることを特徴とす
る、請求項１～１０のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記加熱回路は、熱交換機構を備えることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか１
項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記熱交換機構は、外部加熱システムと連動し、回収された熱を該システムへと搬送す
るよう作動することを特徴とする、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記加熱回路は、ポンプを備えることを特徴とする、請求項１～１３のいずれか１項に
記載の装置。
【請求項１５】
　前記加熱回路は、流出管と返流管とを含むインターフェースを備えることを特徴とする
、請求項１～１４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記流体は冷媒であることを特徴とする、請求項１～１５のいずれか１項に記載の装置
。
【請求項１７】
　前記装置は、少なくとも１つの流体閉回路の形態に構成されていることを特徴とする、
請求項１～１６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１８】
　複数の流体閉回路を更に備え、各流体閉回路は、それぞれの所定の長さの電力ケーブル
および／あるいは変圧器からの熱を回収するよう作動することを特徴とする、請求項１７
に記載の装置。
【請求項１９】
　前記伝熱装置は、１００Ｗ～２００Ｗの電力を、電力ケーブルの長さ１メートルにつき
回収するよう作動することを特徴とする、請求項１～１８のいずれか１項に記載の装置。
【請求項２０】
　各流体閉回路の前記伝熱装置は、他の流体閉回路の伝熱装置から離れて配置されている
ことを特徴とする、請求項１８に記載の装置。 
【請求項２１】
　各流体閉回路の前記伝熱装置は、他の流体閉回路の伝熱装置と共に、局在する配列を形
成していることを特徴とする、請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　複数の電力ケーブルおよび／あるいは複数の変圧器からの熱を冷却および回収する方法
であって、該方法は、
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　第１の管を、少なくとも１本の前記電力ケーブルおよび／あるいは少なくとも１つの前
記変圧器と熱接触するよう配置するステップと、
　伝熱装置を前記第１の管に連結するステップと、
　電流が前記少なくとも１本の電力ケーブルおよび／あるいは前記少なくとも１つの変圧
器を流れる際に、流体循環手段を用いて、流体を前記第１の管を介して循環させるステッ
プと、
　前記伝熱装置において、加熱された流体から、前記少なくとも１本の電力ケーブルおよ
び／あるいは前記少なくとも１つの変圧器の熱エネルギーの少なくとも一部を回収するス
テップと、
　後に外部加熱システムによって再利用するべく、回収された熱エネルギーを、前記伝熱
装置に連結された加熱回路において利用可能にするステップとを含むことを特徴とする方
法。
【請求項２３】
　前記第１の管を配置するステップは、前記第１の管を前記少なくとも１本の電力ケーブ
ルおよび／あるいは前記少なくとも１つの変圧器の近位に配置することを含むことを特徴
とする、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記第１の管を配置するステップは更に、前記第１の管を地表面の下、地中の電力ケー
ブルの近位に配置することを含むことを特徴とする、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第１の管を配置するステップは、該管を、前記少なくとも１本の電力ケーブルおよ
び／あるいは前記少なくとも１つの変圧器に、螺旋状に巻付けることを含むことを特徴と
する、請求項２２～２４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記伝熱装置を、少なくとも流出管と返流管とを備える流路によって、前記第１の管に
連結するステップを更に含むことを特徴とする、請求項２２～２５のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記流体を循環させるステップは、前記流体を前記第１の管を介して圧送することを含
むことを特徴とする、請求項２２～２６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記加熱回路を、１組の流体管を介して前記伝熱装置に連結するステップを更に含むこ
とを特徴とする、請求項２２～２７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記熱エネルギーを回収するステップは、前記加熱された流体を凝縮し、前記熱エネル
ギーを抽出することを含むことを特徴とする、請求項２２～２８のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項３０】
　前記熱エネルギーを回収するステップは、電力ケーブルの長さ１メートルにつき１００
Ｗ～２００Ｗの電力を回収することを特徴とする、請求項２２～２９のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項３１】
　前記加熱回路を外部加熱システムと連動させ、前記回収された熱を前記外部加熱システ
ムへと搬送するステップを更に含むことを特徴とする、請求項２２～３０のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項３２】
　前記回収された熱を搬送するステップは、加熱された流体を、前記外部加熱システムへ
と圧送することを含むことを特徴とする、請求項３１に記載の方法。
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